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施工計画

・「施工計画」とは、

設計図書の意図に基づいて、工事を実施するた
めに立てる計画

各工事の作業工程をうまく組み合わせて、工期、
安全性、品質の確保、経済性を十分に検討して最
適計画を立案することが大切

＊設計図書：設計内容を指示するための各種書類。
設計図、仕様書（現場説明書や質問回答書も含む）



施工計画書
施工者が、当該工事で実際に施工する内容を図書にしたもの

施工者が、工事着手前に作成し、監理者に提出



工程計画
•工程計画は、契約工期に基づき、工程表を作成

•工程表の作成順序

①工事全体の総合的な工程計画

②工種別の具体的な施工計画

③各作業ごとに作業量を算出して、それに必要
な人・材料などの数量を目安に作業の所要日
数を算出

④算出した所要日数、季節・天候などを考慮して
工程表を作成



工程表に示す事項・作成の注意点

1. 気候、風土、慣習などの影響

2. 施工計画書・製作図・施工図の作成時期とその承諾時
期

3. 主要材料などの現場への搬入時期

4. 試験の時期・期間

5. 検査・施工の立会いを受ける時期（工事監理者、特定
行政庁等）

6. 電気設備・機会設備・その他の工事の工程

7. 仮設物の設置期間

8. 上記すべてにおける適度な余裕しろ



工程表の種類

a. 横線式（ ）
各工事ごとに横線で工事の開始・終了を示して工事
の種類と期間を表す

b. 座標式（斜線式）
作業の日数と進捗距離を示す

c. 曲線式（バナナ曲線）
総合出来高金額による管理

d. 式
全体工事の中で作業の相互関係を○（結合点）と→
（作業）の組み合わせで表す



a. バーチャート



b.座標式 c.バナナ曲線



d.ネットワーク式





それぞれの長所と短所



よく利用される二つの比較



ネットワーク式工程表の作成

作業： →
工事の作業･見積もり･材料入手などの時間を要
する諸活動を矢印にて表す。

矢印は作業の進行する方向に記載

矢印の上側には作業内容

矢印の下側には所要日数



・結合点：○

作業の開始、及び終点を表す

・ダミー： ---→

架空の作業（ダミー）を表す

Cの作業を開始するためには、Aの作業のほかにB
の作業も終わらないと着手できないことを示す。

作業の相互関係を示す場合に用いる。



その他の用語



ネットワーク式工程表の計算方法
～クリティカルパスなどの求め方～





練習



工程管理
•定められた工期内において工程の計画と実施を管理す
ることを目的とする。

•工程の進捗管理は、施工管理の中で重要

発注者）工期内に適切な進度で、十分な品質・精度のもと
に施工されていく工事過程の管理。

工事予算執行、天災不可抗力などの損害額算定の基礎
資料

受注者）工事経営の要素を加え、最小費用で最大の生産
を上げるための工事管理



工程管理の手順

•一般の施工管理と同様

計画（ ）→実施（ ）→

検討（ ）→処置（ ）

・毎日、毎週、毎月定期的に工事進捗実績を工程表
に記載。予定と実際を比較して実績が計画に対して
どうなっているかを絶えずチェック。


